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オノマトペに由来するアイヌ語の語彙 

―鷹部屋福平「アイヌ民族に存する音の名称に関する研究」を事例とした語彙集― 

 

阪口 諒 
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はじめに 

アイヌ語において、オノマトペの研究はあまり進んでいない。英雄叙事詩などにも確認されるよ

うに、アイヌ語には豊かな擬音語、擬声語があり、本来、それが日常でも用いられていたはずであ

る。英雄叙事詩をはじめとした口承文芸において用いられるものは、用例も数多くあり、辞典にも

ある程度掲載されている。しかし、実際の生活において、どのような音をどのような言葉を用いて

表すのかに関しては報告が少ない。本稿は、鷹部屋福平「アイヌ民族の使用したる計量の単位並に

音の名称に関する研究」（1941 年）のうち、「第 II 編 アイヌ民族に存する音
オト

の名称に関する研究」

から、アイヌ語の音を表す表現を抽出したものである。鷹部屋の報告は、1940 年以前に何人かの話

者から直接聞き取ったアイヌ語の「音詞
オトコトバ

」に関して報告したものであり、日常での意味を中心に記

述されているという点で、非常に貴重なものであるが、アイヌ語の研究において十分にその意義が

踏まえられてきたとは言えない。この記録を再評価することは、アイヌ語のオノマトペ研究の見通

しを改善するとともに、口承文芸の言葉と日常の言葉をつなぐ手掛かりとなるものではないかと思

われる。何より、この報告は、アイヌ語のオノマトペを身につける上での障壁を取り除き、状況や

状態を分かりやすく伝えることに繋がるという点で、アイヌ語学習に貢献するものである。 

 

１．鷹部屋福平について 

鷹部屋
た か べ や

福平
ふくへい

（1893〜1975 年）は愛知県生まれの工学者である。1919 年、九州帝国大学工科大学土

木工学科を卒業し、1925 年、北海道帝国大学工学部教授に就任し、応用力学第二講座、棟梁学講座

を 17 年間担当している。構造力学者として有名で、特に高層ラーメン（剛節構造物）の研究で国際

的に名高いという（以上は草壁 1981 に基づく）。1938 年 6 月、北方文化研究室委員に就任し、アイ

ヌ文化研究に従事した。鷹部屋は自らの専門を生かして、アイヌの住居に関する論考を数多く発表

した（鷹部屋 1939a, 1939b, 1940, 1941b, 1942a, 1942b, 1943a, 1943b, 1944, 1948）。本稿で取り上げる鷹

部屋（1941a）では、音に関する語彙だけでなく、数詞、単位に関しても細かに記録している。落合

（2021）でも数詞に関する記述が引用されている。また、鷹部屋は、衣服や文様についても意欲的

に資料を収集しているほか、文様の名称を詳細に記録している（鷹部屋 1942a, 1942c, 1948, 1964）。

この当時の聞き取りとして、貴重なものであり、北原（2018）でも言及されている。 
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２．アイヌ語のオノマトペ 

 アイヌ語のオノマトペに関する近年の研究として丹菊（2021）がある。擬音語の仕組みや音象徴

（sound symbolism）に関しても言及されている。丹菊（2021: 134）では、鷹部屋（1941a）は参照さ

れていないように思われるが、鷹部屋（1941a）の「第 II 編 アイヌ民族に存する「音
オト

」の名称に関

する研究」で、まとまった量のアイヌ語のオノマトペに由来する動詞と、具体的な使用状況が記さ

れている。アイヌ語で語られた口承文芸の記録は大量に残されているが、日常会話となると、記録

が乏しく、アイヌ語のオノマトペが日常会話で使用された例を記録したものは非常に少ない。そう

いった状況下において、鷹部屋（1941a）は、かつてどのようなオノマトペを、具体的にどういった

状況で使うのかという点を記載しているという点で、非常に価値が高いものである。鷹部屋はこう

した語彙を「音の名称」として記録しているが、多くは動詞としても用いられるものである。「音の

名称」としては、例えば、リㇺコサム rimkosamu（長万部での語形）を「一度きり起る大きな音で、

ガーンともの、倒れた様な音。この言葉は今日でも長万部辺の部落では用ふ」ものとして、ふと大

きな音がして驚いた時などに「なんだ Rimkosamu 音したのは」などと言うように用いると記述して

いる（鷹部屋 1941: 171）。この音の名称がリㇺコサム rimkosamu であるのだという。この「音の名

称」としての用法は詳しく分からないが、鷹部屋以外に報告している人は見当たらない。 

 鷹部屋による「音詞」の記述は、オノマトペ由来の語彙が動詞として用いられた際の意味を知る

うえでも役に立つ。例えば、ケウロトッケ kewrototke は『アイヌ語千歳方言』において「雷がパリ

パリとたてるような音をたてる；ユカㇻなどで、カムイが死んで、魂が飛び去って行くような時に

も、こういう音を立てる。」（中川 1995: 170）と解説されている。鷹部屋（1941a）では、以下のよう

に記述されている（丸括弧内は長万部の司馬力弥氏の説明）。 

 

雷のパリパリとたてる音、悪路を自動車、トラック等の走り行きてたてる音、積み重ねた木箱

などをガラガラと倒したりした時に生ずるひどい音。（雷のいさぎよく勇ましくなる音、飛行機

等空とぶものゝたてる激しき音、カラカラとなり来るいさぎよき音。）（170 頁） 

 

自動車、トラックと言った、現代生活に欠かすことのできないものまでを含んでおり、アイヌ語

の学習において有益である。ただ、アイヌ語のオノマトペに由来する語の説明はあっても、アイヌ

語の例文はないため、アイヌ語の文の中でオノマトペをどのように使うのか、という点は他の記録

から推測することになる。日本語では、「雨がザーザー降っている」のように、オノマトペは副詞と

して用いることが多い。これをそのままアイヌ語に置き換えたところで、アイヌ語として通用する

ものとはならないと思われる。丹菊（2021: 134）でも指摘されているように、アイヌ語のオノマト

ペの多くは、動詞語幹である。つまり、そのままの形で副詞的に使う日本語とは異なり、オノマト
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ペとされるものの多くは、接尾辞を付けて、動詞として用いられる。先ほどのケウロトッケ kewrototke

は、『萱野茂のアイヌ語辞典』に次のような例文が掲載されている（ローマ字表記、逐語訳は筆者が

追加した）。 

 

カムイ  エㇰ  フㇺ  ケウロトッケ 

kamuy  ek   hum  kewrototke 

神   来る   音   響き渡る 

「神がやって来る音が響き渡る。」（萱野 2002: 224） 

 

ケウロトッケ kewrototke（自動詞）の前は、フㇺhum「音」である。日本語では「神がやって来る

音が響き渡る。」で全く問題ないかもしれないが、これを仮にオノマトペを使って翻訳したのなら、

「神がバリバリ／ゴーゴーと音を轟かせてやって来た。」とすることも可能である。むしろ、日本語

でそのように表現するものをアイヌ語で表したい場合、「〜する音／様子／声が…（オノマトペ）」

と表現する必要があると思われる。アイヌ語において、オノマトペ（に由来する語）は動詞である

のが基本だからである。「子どもたちがワイワイ騒いでいる」のであれば、次のようになる（以下、

全ての例文の逐語訳は筆者が追加した）。 

 

ヘカッタㇻ   ハウ  ペプニタラ 

hekattar     haw  pepunitara 

子どもたち  声  賑やかである 

「子どもたちの声がにぎやかだ。」（田村 1996: 522） 

 

上で挙げたペプニタラ pepunitara は、動詞なので ka somo ki「〜もない」で否定することもできる。 

 

タント ラチオ  ハウェヘ  ペプニタラ     カ   ソモ     キ 

tanto   racio   hawehe   pepunitara    ka   somo     ki  

今日  ラジオ  の声    賑やかである も ない(否定) する 

「今日はラジオの声がにぎやかでない｡」（田村 1996: 522） 

 

次に、鷹部屋（1941a）にも、既存の辞書にもほとんど見出せないが、現代生活を描写するうえで

役立ちそうなオノマトペを紹介しておきたい。以下は、佐藤編（2012）からの例である（アイヌ語カ

ナ表記と逐語訳は筆者が追加した）。 

 

 



2021 年 11 月 3 日最終更新 

4 

 

アマ       チェㇷ゚  ポネ   ネ    ヤッカ カウヌカウヌ   する 

a-ma      cep    pone  ne    yakka  kawnukawnu  する 

人が-焼く  魚     骨 である  ても  かりかりする  

｢焼いた魚の骨でもかりかりする。」（佐藤編 2012: 104） 

 

チェㇷ゚   チポㇿ1  キッヌキッヌ   ワ  ケラアン 

cep     cipor,   kitnukitnu     wa  keraan.  

魚      卵    ボリボリする  て  おいしい 

「魚の卵ぼりぼりしておいしい。」（佐藤編 2012: 102） 

 

話者の上田トシ氏によると、「おこうこ食べたとか、リンゴ食べたり、何かこう少し、かじったら、

音出してかじったら音出して、歯ごたえのあるようなもの、することあるしょ。食べ物によって。

それのことが kitnukitnu（「ぱりぱりする」）っていうんだけど、カリカリちゅうのは、もう、同じみ

たいだけど。カリカリちゅうのは、たとえば乾いたものがかじったときカリカリするのが

kawnukawnu ていう」のだという（佐藤編 2012: 100）。kawnukawnu は「せんべい食べるの」にも使

うことが出来るという（佐藤編 2012: 101）。他にも例はあるが、ここでは短く分かりやすい例だけを

挙げた。 

カウヌカウヌ kawnukawnu という語形ではないが、カウヌ kawnu に関しては『アイヌ語沙流方言

辞典』にも見出せる。それによると、「（ご飯に）芯がある」という意味で、用例としては次のような

ものがある。 

 

チスウェ     アマㇺ ヌㇺトゥマシ   ペネ      ヌㇺトゥマシ  カウヌ 

ci=suwe     amam  numtumasi    péne      numtumasi    kawnu 

我らが＝炊く 穀物  いくつか   びちゃびちゃ いくつか    芯がある 

「私たちの炊いたごはんは一部分はびちゃびちゃで一部分は芯がある。」 

（田村 1996: 441、ほぼ同じ例文が 290 頁にも掲載） 

 

  

 
1 チポㇿcipor は北海道西南部では通常、ニシン以外の卵を指すが（知里 1954: 242, 田村 1996: 57）、ここでは

「数の子」のことを言っているようである。上田トシ氏は「マス子は kitnukitnu しないかもしらんけども、数の

子やなんかだら kitnukitnu するしょ」と答えている（佐藤編 2012: 102）。 
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３．鷹部屋（1941a）を基にした語彙集 

語彙に関する注意点 

鷹部屋（1941a）巻末の「VIII アイヌ音詞
オトコトバ

語彙」は、語彙集として用いることが出来るよう、アイ

ヌ語の「音詞」をアルファベット順に並べ、その語義を解説したものである。しかし、「IIII 「音
オト

」

に関する名詞或は擬声語の説明」と比べると、誰から得た情報なのかという点に注意が払われてい

ない。「IIII 「音」に関する名詞或は擬声語の説明」では、「以下茲に述べるところの種々の「音
オト

」に

對する名称は、日高平取に於けるヱカシの述べたるものを、胆振長万部に於て他のヱカシによって

證左し更に之を白老郡白老村並に千歳蘭越に於て査定したものであって、括弧内の説明は長万部に

於ける調査によるものである」と書かれているのと比べると、情報源が失われているのは残念に思

われる（「IIII 「音」に関する名詞或は擬声語の説明」でも長万部以外は区別されていないのではあ

るが）。もちろん、鷹部屋氏が述べるように、「其等ヱカシの言は殆んど一致を見てゐる」のかもし

れないが、平取、白老、蘭越をひとまとめにするのではなく、個人別（地域別）にどのような説明が

なされたのかを記述されていれば、より好ましいものとなったと筆者は思う。ただ、アイヌ語の音

に関する語彙を多く記録していること、その具体的な意味を記述していること、まとまった語彙の

報告が少ない長万部の語彙およびその意味を、司馬力弥氏から聞き取り、記していることは特筆す

べきものである。なお、平取ではニスクレクグルー［二谷ニスㇰレックㇽ／国松］氏、白老村では浜

兼松氏、蘭越では蘆屋カムタチ氏からこれらの語彙を聞き取ったという（鷹部屋 1941a: 170）。 

なお、出現語彙のうち、「VIII アイヌ音詞語彙」にしか出現しないものがある。“Kisinatara” は、

“Kitukitara” と並べて掲載され、「ガタンガタンノ音、弱キ家又ハ大キナ橋ノ搖レル音、木造家屋ノ地

震ニテ搖レル音」（197 頁）と説明されるが、キㇱナタラ kisnatara は、「シーンと静まり返っている」

（田村 1996: 312）や「しーんとする、物音ひとつ聞こえない静かなこと」（萱野 2002: 補遺 502-503）

という意味で用いられるものであり、キトゥキタラ kitukitaraと同じものとは思われない（この語は、

ほかの語と異なり、この部分にしか出現しない）。そのため、語彙集では語形と出現箇所だけを記載

した。 

 

凡例 

カタカナを見出し語とした。原典の表記と本語彙集のカタカナ表記の対応は、末尾の「原典の表

記と本語彙集のカナ表記対照」を参照のこと。一語とみなされないものも、鷹部屋氏が一続きで書

いているものはそのまま見出し語とした。鷹部屋氏の表記はヘボン式ローマ字を基にしたもので、

聞き取りは比較的正確である。ただ、mu と m など、日本語にない区別は曖昧であることが多い（リ

ㇺコサヌ rimkosanu を “rimkosanu” とも “rimukosanu” とも表記する）。また、音節末の k は多くの

場合、母音 u を伴って ku と表記される（例：tokunatara, yakunatara）。n（および s）の前の k は、筆
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者の経験からもかなりはっきりと聞こえる音であり、そのために鷹部屋氏も母音があるように聞き

取ったのだろうと推測される。なお、“tokunatara” や “yakunatara” をトㇰナタラ toknatara, ヤㇰナタ

ラ yaknatara であると判断するのは、接尾辞 -natara の前は（子音＋）母音＋子音が来ることが知ら

れているためである。 “kukunatara” もキㇰナタラ kiknatara であると推測される。音節末の-p は、日

本語の「ップ」に近いと聞いているためか、tp と表記されていることがある（例：retp [rep], chotpnufum 

[copnu hum]）。また、iw が yu のように書かれていることもある（例：pyubiwatki [piwpiwatki]）。 

長 は鷹部屋氏が長万部の司馬力彌氏から聞き取った意味である。170〜174 頁に掲載の語彙の多

くに司馬氏の解説がつけられており、アイヌ語の意味を把握するうえでも、また、長万部のアイヌ

語の記録としても貴重なので、全て収録した。ただし、仮名遣いなど現代のものに変更した。［］内

の数字は鷹部屋論文における語彙の出現箇所である。
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ア 

エパッパチセ フミ【epatpacise humi】 

 空瓶を水に入れた時に立つ音。［177］ 

エパッパッケ【epatpatke】（原典は eppapatke） 

空瓶を水に入れる時に空気が出て立つ音。

川の水のはねた時立つ音。［196］ 

⇒エパッパチセ フミ epatpatcise humi, エ

ププㇽケ epupurke 

エパッパッパチセ フミ【epatpatpacise humi】 

 空瓶を水に入れる時に空気が出て立つ音。空

き瓶の中に水が入る音。川の水のはねた時立

つ音。［181, 185, 196］ 

⇒エパッパㇷ゚チセ フミ epappapcise humi。 

エパッパㇷ゚チセ フミ【epappapcise humi】 

 空瓶を水中に入れた時に空気が瓶の中に入

ることで立つような音。長パッパチセ

pappacise に同じ。いろいろに用いる語。ガン

ガンいう音。川にドブンと入って水の跳ねた

時にも用いる。［172］ 

⇒エパッパチセ フミ epatpatcise humi, パッ

パチセ pappacise。 

エププㇽセ【epupurse】 

空瓶を水に入れる時に空気が出て立つ音、

川の水のはねた時立つ音。［196］ 

⇒エパッパチセ フミ epatpatcise humi, エパ

ッパッケ epatpatke 

オトゥキタラ【otukitara】 

戦の物音。激しいもの音。［184］ 

 

カ 

カㇷ゚ヌ【kapnu】 

 椀のようなものを土の上に伏せる音。カㇷ゚ヌ

カ ㇷ゚ ヌ kapnukapnu, シ ㇼ カ ㇷ゚ ナ タ ラ

sirkapnatara は何回も伏せる音。長 カㇷ゚ヌカ

ㇷ゚ヌ Kapnukapnu。［173, 178, 181, 197］ 

カㇷ゚ヌカㇷ゚ヌ【kapnukapnu】 

 椀のようなものを伏せる時に立つ音（繰り返

す時）［173, 178］ 

⇒カㇷ゚ヌ kapnu, シㇼカㇷ゚ナタラ sirkapnatara。 

 

キクニタラ【kikunitara】 

 ガタンガタンという音、家が地震で揺れる音。

［177］ 

キッコサヌ【kitkosanu】 

 家の土台孔（ほぞ穴）に柱の柄がトンと入り

込む音（ただ一つの時）。［174, 178, 181, 197］ 

⇒キッコサンパ kitkosanpa。 

キッコサンパ【kitkosanpa】 

 家の土台孔（ほぞ穴）に柱の柄がトンと入り

込む音（数多く立てる時に用いる）。［174, 178, 

181, 197］ 

⇒キッコサヌ kitkosanu。 

キㇱナタラ【kisnatara】 

［197］ 

キトゥニタラ【kitunitara】 

 弱々しい家または大きな木の橋が揺れる音。

また木造家屋が地震のせいで揺れ動く音。ガ

タンガタンという音。［174, 180, 181］ 

クルラッキ【kururatki】 

 恐しい音を立て、軍隊の来る音。［179］ 

ケウロトッケ【kewrototke】 

 神の来る音、轟く音、飛行機など空を飛ぶも

のが建てる激しい音、雷のパリパリいう音、

悪路を自動車、トラック等が走って立つ音、
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箱類を壊す音、建具を倒す時の音、積み重ね

た木箱などをガラガラと倒したりした時に

生じるひどい音。文学中で霊魂の去り行く音

にも用いる。長 雷のいさぎよく勇ましく鳴

る音、飛行機など空を飛ぶものが立てる激し

い音、カラカラと鳴り来るいさぎよい音。

［170, 178(2), 179, 180, 181, 183, 197］ 

ケㇾケリ【kerkeri】（他動詞） 

 kerkeri「〜を軽くこすって削る」のときに音

を sersisersi を用いて表現する（？）［199］ 

ケンロトッケ【kenrototke】 

 雷鳴（ケウロトッケ keurototke [kewrototke] 

の誤植か）。［176（2）］ 

⇒ケウロトッケ kewrototke。 

コケウロトッケ【kokewrototke】 

 雷鳴。鳴りどよみ、鳴り轟く音、数多くの建

具、諸道具（箱類）を転倒し破損した時の混

雑の音。恐しい音を立て、軍隊の来る音。⇒

kewrototke。［174, 176, 179, 181, 197］ 

コシウィワッキ【kosiwiwatki】 

 大風の音。大風の樹梢を打ちならす音。もの

を強く打ち振って立つ音。神風の起こる音。

大ツバメの飛ぶ音、強く息吹く音。［176, 179, 

181, 197, 198］ 

⇒シウシワッキ siwsiwatki, セパパッキ

sepapatki, コピウィワッキ kopiwiwatki。 

コセパッキ【kosepatki】 

 流れの激しい音。［177］ 

⇒コセペパッキ kosepepatki。 

コセペパッキ【kosepepatki】 

 大風、大嵐の音。風の激しい音。火雨の降り

そそぐ音。大風が樹水の多い山に激しく吹き

つける音。流れの激しい音。［174, 176, 181, 

183, 197］ 

⇒コセパッキ kosepatki。 

コチャウチャワッキ【kocawcawatki】 

 弓絃の鳴る音、ブーンブーンいう音、太刀を

抜く音、太刀にて互にうけ合う音、弓弦の音、

数知れず雑然と鳴り立つ音。数多く鳴る時に

用いる。［174, 180, 181, 197］ 

コチョポパッキ【kocopopatki】 

 ⇒チョポパッキ copopatki。［172］ 

コトゥヌナッキ【kotununatki】 

 鏘々と鳴り響く音。金物の鳴る音。金属が触

れ合って鳴り響く音。［177, 181, 198］ 

コトゥリミㇺセ【koturimimse】 

 轟く音、神風の激しい音。恐しい音を立て、

軍隊の来る音。［179, 181, 198］ 

コトソサッキ【kotososatki】 

 ⇒トソサッキ tososatki。［172］ 

コピウィワッキ【kopiwiwatki】 

 大ツバメが飛ぶ音。強く息吹く音。［174, 180, 

181, 197］ 

⇒コシウシワッキ kosiwsiwatki 

コフマッキ【kohumatki】 

 大風の大地を吹きまくる音、風が渦卷いて立

つ音、神風の起こる音。［179, 197］ 

⇒フムマッキ humumatki, コフムマッキ

kohumumatki 

コフムマッキ【kohumumatki】 

 大風の音。 

⇒フムマッキ humumatki, コフマッキ

kohumatki。［176, 181］ 

コリウコサヌ【koriwkosanu】 
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 太刀を抜く音（一回の時）。［174, 180, 181, 197］ 

コリウナタラ【koriwnatara】 

 太刀を抜く音。［174, 180, 181, 197］ 

 

サ 

サㇱナタラ【sasnatara】 

 乾燥した草の上などをバッタが羽ばたきを

して過ぎる音。長 笹の葉の上、乾いた草の

上をカサカサと立てる音。ユウカラに限らず

用いる。［172, 179, 181, 199］ 

シウィワッキ【siwiwatki】 

 細い鞭をうち振って立つ切れ切れな音。（セ

パパッキ seppaptki と同じ意味の語として）

雷の音、ポロペラの回る音。長 シウシワッ

キ siwsiwatki と同じ。 

⇒シウシワッキ siwsiwatki, セパパッキ

sepapatki。［171(2)］ 

シウコサヌ【siwkosanu】 

 着物が触れて立つ音。さっという音。［179, 

181, 199］ 

シウシワッキ【siwsiwatki】 

 鞭を振って立つ切れ切れな音。ツバメなど早

く空気中を飛んでゆくものが立てるシュー

ッというような音。長 戦争の時、神（カム

イ）が真刀でなく、柴の杖のようなものを打

ち振る時に、空気に触れて立つクーウ、クー

ウという音。［171(2), 180, 181, 198］ 

⇒シウィワッキ siwiwatki。 

シㇼカㇷ゚ヌ【sirkapnu】 

 椀のような中が凹んだものを地面の上に投

げ伏せる時に立つ音。［173, 176, 181］ 

シㇼカㇷ゚ヌ【sirkapnu】 

 椀のような中が凹んだものを地面の上に投

げ伏せる時に立つ音が何度も繰り返すとき。

［197, 199］ 

⇒カㇷ゚ヌカㇷ゚ヌ kapnukapnu 

セパパッキ【sepapatki】（セペパッキ sepepatki？） 

 飛行機、汽車などが立てる音。恐しい音を立

て、軍隊の来る音。雷の音。プロペラの回る

ような物音。長 戦争の時などクーウッとな

り来る音鳴り。［171, 176, 179(2), 181, 199］ 

セルセルシ【seruserusi】 

 ⇒セㇾセㇾシ sersersi。［172］ 

セルッセルッシ【serutserutsi】 

 ⇒セㇾセㇾシ sersersi。［172］ 

セㇾコサヌ【serkosanu】 

 ものを太刀で切った時立つ音、ズバリとする

音、一回だけ音が立つ時に用いる。皮類を刀

で切る音（一回で立てる音）。［174, 178, 180, 

181, 199］ 

セㇾシセㇾシ【sersisersi】 

 布類、革類を互いに摩擦して立てる音。［179, 

181, 199］ 

⇒ケㇾケリ kerkeri。 

セㇾセㇾシ【sersersi】 

 鹿の革、熊の皮などを互いに擦った時に立つ

音。長 セルッセルッシ serutserutsi［原文は 

sherut sherutshi］何かガワガワしたものが風

に煽られて立つ音、着物の凍った裾などが床

に触れて立てる音などに言う。［172］ 

セㇾナタラ【sernatara】 

 皮類及び木綿類を引き裂く音。皮類、肉を太

刀で切る音（引き続いて立てる音）。［174, 178, 

181, 199］ 
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⇒センナタラ sennatara。 

センナタラ【sennatara】 

 物の触ってさらりと立つ音、綿布を裂く時立

つ音。長 空で鳴る音にしろ、其辺で鳴る音

にしろ、長く引っ張りダーウと音を立てる時。

着物を裂く時の音もこれである。［172, 178, 

181, 184, 199］ 

⇒セㇾナタラ sernatara。 

センロトッケ【senrototke】 

 綿布類を裂いた時に立つ音。［173, 178, 181, 

199］ 

⇒センロトト senrototo。 

センロトト【senrototo】 

 綿布類を裂いた時に立てる音。［173, 178, 181, 

199］ 

⇒センロトッケ senrototke。 

 

タ 

タンタラッキ【tantaratki】 

 車上に小さな板を多く積み重ね、車を引くた

びにガタガタ立てる音。長 リーヤカーに板

を載せ、縛り付けていない時など、悪い路の

上を通る時、板が安定せずにガタンガタン立

てる音、 例、車がタンタラッキ tantaratki し

て酷い目に遭った、などと言う。［173, 178, 

181］ 

チウペペ【ciwpepe】 

 浅瀬に立つ小波のような音。［177］ 

チウペペ フㇺ【ciwpepe hum】 

 浅瀬のところで小波が立てる音。 長 

Chubeppu [ チ ュ ペ ㇷ゚ cupep? チ ウ ペ ㇷ゚

ciwpep?] という。水の流れの音。［173, 181, 

196］フㇺhum は「音」の意。 

⇒チウペペ ciwpepe。 

チプㇰロトト【cipukrototo】 

 力が全身に漲って生じる音。骨の関節の鳴る

音（続いて鳴る音）。［180, 183, 196］ 

チュペㇷ゚【cupep】 

原文は chubeppu。［173］ 

⇒チウペペ ciwpepe。 

チュペペ フㇺ【cupepe hum】 

 ［181, 196］ 

⇒チウペペ フㇺciwpepe hum。 

チョㇷ゚ フミ【cop humi】 

 動物、例えばカワウソなどが一度で水に飛び

入って立てる音。［177, 183, 185］ 

チョㇷ゚ヌ フㇺ(〜フミ)【copnu hum(i】 

 川獺または人間が水中に一回で入る時に立

てる音。［172, 181］ 

チョポパッキ【copopatki】 

 穀類を水中に入れた時に立つ音。海や川で魚

の大群が跳ね上って立つ音。長 又はコチョ

ポパッキ kocopopatki と言う。海や河で魚類

が何百匹も一緒に跳ねあがって立てる音な

どに用いる。［172, 177, 196］ 

トゥケウロトト【tukewrototo】 

 たくさんの器物を入れた棚が倒れて（壊れて）

立つ騒音。［173, 178(2), 181, 200］ 

⇒ケウロトト kewrototo。 

トゥヌニタラ【tununitara】 

 美しい声の響き。刀の鍔の美しい響き。さら

りと綱を解く音。椀を板上に投げた時に続く

音。トゥヌントゥヌン tununtunun が長時間続

く時。［173, 177, 178, 181, 184, 200］ 
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⇒トゥヌントゥヌン tununtunun。 

トゥヌントゥヌン【tununtunun】 

 椀を板の上に投げた時に立つ音、くるくる回

転して立てる音。長 底なりのような音、ウ

ヌーンと太く響く時に用いる。［173, 179, 181］ 

トゥリミㇺセ【turimimse】 

 物の鳴りどよむ音。燃えて焰の立つ音。雷の

来る音。汽車の来る音。一定の調子でシュー

と来るような音。死霊の昇り行く音。長 遠

方でおとなしく鳴り来る音、ムオーッと響き

来るような音。［170, 176, 177, 178, 179, 180, 

181, 200］ 

トㇰナタタラ【toknatatara】（toknatara の誤植？） 

 板類で造ったものを、先端のある丸い棒で何

度も叩いて立てる音。［173］ 

⇒toknatara。 

トㇰナタラ【toknatara】 

 棒で板などを叩く音、トントンいう音。骨の

ポキポキ鳴る音。長  トㇹナタラ［原文は

Tohknatara］。［173, 178, 181, 184, 199］ 

トㇹナタラ【tohnatara】 

 ［173］ 

 ⇒トㇰナタラ toknatara 

トソサッキ【tososatki】 

 雨が急にドーッと降ってくる時の音。強風が

樹梢に当たって響いてくる音。汽車の音が風

の音の様に響いて来る時、これをトソサッキ

tososatki と考えている。長  コトソサッキ

kotososatki とも言う、まくれて来る物音。

［172, 176, 181, 198］ 

トットセ【tottose】 

 食物が煮えて火の上で立てる音。［177］ 

⇒トットッセ tottotse。 

トットチセ【tottocise】 

⇒トットッセ tottotse。［172］ 

トットッセ【tottotse/tottosse】 

 飴を火の上に掛けておく時に立てるパッパ

ッというような音。食物が煮えて火の上で立

てる音。長トットチセ tottocise 炉の中のほだ

火が勢いなく立てる音。このほだ火が立てる

音によって翌日の天気を占った。［172, 181, 

200］ 

⇒トットセ tottose, トットチセ tottocise。 

トㇷ゚トㇷ゚セ／トプトプセ【toptopse/toputopuse】 

 食物が煮えて火の上で立てる音、炉の中のほ

だ火の立つ音。［200］ 

⇒トットッセ tottotse。 

トンタラッキ【tontaratki】（tantaratki の誤植？） 

 車上の積荷が立てる音、ガタガタする音。

［199］ 

⇒タンタラッキ tantaratki。 

 

ナ 

ナイコサヌ【naykosanu】 

 金属性のものを鳴らす音。金盥を落した時に

立つような音。長  カーンという鐘の声。

［171, 176, 177, 181(2), 198］ 

ナイナタラ【naynatara】 

 大きな音。［181］ 

ナユニタラ【nayunitara】 

 金盥を落した時、その落し方によって暫く鳴

っている音。安定するまで立っている音。長 

金属性の音であるがカーンと長く静かに続

く音。［171, 177, 181, 198］ 
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⇒マユニタラ mayunitara。 

ナユンナユン【nayunnayun】 

 金属性のものを叩いた時、後まで響き残る音。

長  切れ間なく響き鳴る音。［171, 177, 181, 

198］ 

 

ハ 

パㇱトヨモンケ【pastoyomonke】 

 ［198］ 

⇒pistoyomonke 

パㇱタヨモンケ【pastayomonke】 

 ［198］ 

⇒pistoyomonke 

パッパチセ【patpacise】 

 空瓶を水中に入れる時に立つ音、水中に飛び

込んだ時に水が跳ねて立つ音。［172, 177, 181, 

198］ 

⇒エパッパチセ  フミ epappapcise humi, 

epatpatcise humi。 

ピウィウセ【piwiwse】 

 ヒューッヒューッという秋風によって屋根

が鳴る嗚る音。風邪に罹った子どもが喉を鳴

らして、ヒューヒューいう音。長 首を絞め

られた時ヂェーヂェーという苦しい音、ただ

しユウカラには出ない。［171, 180, 198］ 

ピウピワッキ【piwpiwatki】 

 口笛を鳴らす音。風がきれぎれに鳴る音。風

が強く何度も吹いて切れ切れに鳴る音。長 

口笛を吹く時、またはその他何でも鳴り物を

鳴らす時の音。［171, 176, 180, 181, 198］ 

ピㇱトヨモㇺケ【pistoyomomke】 

 ⇒ピㇱトヨモンケ pistoyomonke。［181］ 

ピㇱトヨモンケ【pistoyomonke】 

 皮を火で焼くときに立つ音。長 馬の革、魚

の皮などを火で焼く時、脂肪焼けして立てる

音。焼けて縮む時に立てる音。［173, 177, 181］ 

ピピウセ【pipiwse】 

 中くらいの音。［181］ピウピウセ piwpiwse「ピ

ューピュー鳴る」か。 

プㇱコサヌ【puskosanu】 

 トンとはねる音（一つの時）。突然はねて鳴

る音。［174, 181, 198］ 

⇒プㇱコサンパ puskosanpa。 

プㇱコサンパ【puskosanpa】 

 はねる音が数多い時に言う。プㇱコサヌ

puskosanu が数多い時。［174, 181, 198］ 

⇒プㇱコサヌ puskosanu。 

フㇺ オタンネトゥリ【hum otanneturi】 

 雷鳴が長く引っ張る時の音。［172, 176, 196］ 

フㇺコサヌ【humkosanu】 

 雷鳴の大きな音。轟轟たる音。［176, 181, 197］ 

フムマッキ【humumatki】 

 戦争の時たくさんの人が立つ音、重り合い聞

こえる鳴り音。長 ウォーンと響いて来る中

に二つも三つも重なって来る時の音で、戦争

の場合、敵や味方が押し寄せる時、多勢のも

のの声が重なって聞こえる時の音鳴り。一つ

の音ではない。［170, 179, 181, 196］ 

フンコサヌ【humkosanu】 

⇒フㇺコサヌ humkosanu 

ペプニタラ【pepunitara】 

 大声でものを言い、笑う声が騒然としている

音。［184］ 
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マ 

マユニタラ【mayunitara】 

 金敷を連続して打ち鳴らす音。何度となく金

属性のものを叩いてチーン、チーン、チーン

と鳴り響く音。長 ナユニタラ nayunitara に

同じ。［171, 177, 181, 198］ 

⇒ナユニタラ nayunitara 

マユンマユン【mayunmayun】 

 金属性のものを連続して打ち鳴らす音。（中

位の音）。仏前で小さな鐘を叩く時、チーン、

チーンとなる音。長 途切れないで連続して

鳴る金属性の音。［171, 177, 182, 198］ 

 

ヤ 

ヤㇰナタラ【yaknatara】 

 貝殻を踏み潰した時に立てる音。陶磁器類を

割った、砕いた時に立つ音。［174, 180, 181, 

200］ 

ヤㇱロトッケ【yasrototke】 

 大笑いする声。ガラガラする音。ガタンガタ

ンという音。家が地震で揺れる音。［178, 181, 

200］ 

 

ラ 

ライコサヌ【raykosanu】 

 神様の降下する音。物体が落ちてドウとなる

音。［176, 180, 198］ 

リㇺコサヌ【rimkosanu】 

 木または何か大きなものが倒れる音。［176］ 

⇒リㇺコサム rimkosamu。 

リㇺコサム【rimkosamu】 

 相当なるものが倒れた時立つ音、一回だけ立

つ大きな音。大きな樹の根っこなどを倒した

時に立てる音。人間のバタリと倒れた時の音。

長 一度だけ起こる大きな音で、ガーンと物

の倒れた様な音。この言葉は今日でも長万部

辺りの集落では用いる。例、「なんだリㇺコ

サム rimkosamu 音したのは」（ふと大きな音

がして驚いた時などに用いる）。［171, 181, 

183, 198］ 

⇒リㇺコサヌ rimkosanu, リㇺナタラ

rimnatara。 

リㇺナタラ【rimnatara】 

 一回でなく何回も繰り返し鳴り来る音。長 

少し長く音鳴りする。一回でなく何回もする

音。［172, 181, 199］ 

リㇺヌリㇺヌ【rimnurimnu】 

 硬い土の上に金棒を突く時立つ音。ドンと音

を立てる、またドンと音を立てたような場合

に用いる。長 硬い土の上に金棒を突く時の

音。ドチン、ドチンのような音。［173, 177, 

181, 199］ 

レㇷ゚【rep】 

 多くの人が棒を持って同じ調子でものを叩

いて立てる音。［178］ 

レㇷ゚ フㇺ【rep hum】 

 多くの人が棒を持って同じ調子でものを叩

いて立つ音。［174, 181, 198］⇒レㇷ゚rep。 
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本語彙集のカナ表記と原典の表記対照 

 

エパッパチセ フミ epatpachisehumi 

エパッパッケ（？） eppaapatke 

エパッパッパチセ フミ epatpatpachisefumi 

エパッパㇷ゚チセ フミ epappapchisefumi 

エププルセ  epupuruse 

カㇷ゚ヌ   kaapnu 

カㇷ゚ヌカㇷ゚ヌ kapunu kapunu 

カㇷ゚ヌカㇷ゚ヌ  kaapnu kaapnu 

カㇷ゚ヌカㇷ゚ヌ  kapnu kapnu 

キクニタラ  kikunitara 

キㇱナタラ  kisinatara 

キッコサヌ  kitkosanu 

キッコサンパ kitkosampa 

キトゥニタラ kitunitara 

クルラッキ  kururatki  

ケウロトッケ kenrototke 

ケウロトッケ keurototke 

ケㇾケリ  kerukeri 

ケンロトッケ kenrototke 

コケウロトッケ kokeurototke 

コシウィワッキ koshiwiwatki 

コシウィワッキ kosiwiwatki 

コシウシワッキ kosiusiwatki 

コセパッキ  kosepatki 

コセペパッキ  kosepepatki  

コチャウチャワッキ kochauchawatki 

コチョポパッキ kochopobatki 

コトゥヌナッキ kotununatki 

コトゥリミㇺセ kotrimimse 

コトゥリミㇺセ koturimimse 

 

 

コトゥリミㇺセ koturimimuse  

コトソサッキ kotososatki 

コピウィワッキ kopiwiwatki 

コフマッキ  kohumatki  

コフムマッキ kofumumatki 

コフムマッキ kohummatki 

コリウコサヌ koriukosanu 

コリウナタラ koriunatara 

サㇱナタラ  shashinatara 

サㇱナタラ  shasinatara 

シウィワッキ shiwiwatki 

シウィワッキ siwiwatki 

シウコサヌ  shiukosanu 

シウコサヌ  siukosanu 

シウシワッキ shiushiwatki 

シウシワッキ siusiwatki 

シㇼカㇷ゚ナタラ sirikapu-natare 

シㇼカㇷ゚ヌ  shirikaapnu 

シㇼカㇷ゚ヌ  shiri-kaapnu 

シㇼカㇷ゚ヌ  sirikaapnu 

セパパッキ  sepabatki 

セパパッキ  sepapatki 

セルッセルッシ sherut sherutshi 

セㇾコサヌ  serekosanu 

セㇾコサヌ  serkosanu 

セㇾコサヌ  serukosanu 

セㇾシセㇾシ sershisershi  

セㇾシセㇾシ serusi serusi 

セㇾセㇾシ 

／セルセルシ seruserushi 
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セㇾナタラ  sernatara 

セㇾナタラ  serunatara 

センナタラ  sennatara 

センロトッケ senrototke 

センロトト  senrototo 

タンタラッキ tandaratki 

タンタラッキ  tandaratki  

チウペペ  chyubebe 

チウペペ フㇺ 

／チュペペ フㇺ chyubebehum 

チェペペ フㇺ 

／チウペペ フㇺ chyubebefumu  

チプㇰロトト chipukrototo 

チュペㇷ゚／チウペㇷ゚ chubeppu 

チュペペ フㇺ 

／チウペペ フㇺ chubebehum 

チョㇷ゚ フミ chotphumi 

チョㇷ゚ナタラ chopnatara 

チョㇷ゚ヌ フミ chotpnuhumi, 

チョㇷ゚ヌ フㇺ choppnufum 

チョㇷ゚ヌフミ chotpnufumi 

チョポパッキ chopobatki 

トゥケウロトト tukeurototo 

トゥヌニタラ tununitara 

トゥヌントゥヌン tunun tunun 

トゥヌントゥヌン tununtunun 

トゥリミㇺセ turimimse 

トゥリミㇺセ turimimuse 

トㇰナタタラ tocknatatara 

トㇰナタラ  tocknatara 

トㇰナタラ  tokunatara 

トㇰナタラ  toknatara  

トソサッキ  tososatki 

トットセ   tottose  

トットチセ  tottochise 

トットッセ  tottosse 

トットッセ  tottotse 

トㇷ゚トㇷ゚セ 

／トプトプセ toputopuse 

トㇹナタラ  tohknatara 

トンタラッキ tondaratki 

ナイコサヌ  naikosanu 

ナイナタラ  nainatara 

ナユニタラ  nayunitara 

ナユンナユン nayun nayun 

ナユンナユン  nayunnayun  

パㇱタヨモンケ pasitayomonke 

パㇱトヨモンケ pasitoyomonke 

パッパチセ  pappachise 

パッパチセ  patpachise 

ピウィウセ  piwiuse 

ピウピワッキ piubiwatki 

ピウピワッキ pyubiwatki 

ピㇱトヨモンケ pishitoyomonke 

ピㇱトヨモンケ pisitoyomonke 

ピピウセ  pibiuse 

プㇱコサヌ  pushikosanu 

プㇱコサヌ  pushkosanu 

プㇱコサヌ  pusikosanu 

プㇱコサンパ pushikosampa 

プㇱコサンパ pushkosampa 

プㇱコサンパ pusikosampa 

フㇺ オタンネトゥリ fumotanneturi 

フㇺ オタンネトゥリ funwotanneturi 



2021 年 11 月 3 日最終更新 

16 

 

フㇺ オタンネトゥリ funwotan-neturi 

フㇺコサヌ  fumkosanu 

フㇺコサヌ  fumukosanu  

フムマッキ  fummatki 

フムマッキ  fumumatki 

フンコサヌ 

／フㇺコサヌ funkosanu 

マユニタラ  mayunitara  

マユンマユン  mayunmayun  

ヤㇰナタラ  yakunatara 

ヤㇱロトッケ yashrototke 

ヤㇱロトッケ yasirototke 

ライコサヌ  raikosanu 

リㇺコサヌ  rimkosanu 

リㇺコサヌ  rimukosanu 

リㇺコサム  rimkosamu  

リㇺナタラ  rimnatara 

リㇺナタラ  rimunatara 

リㇺヌリㇺヌ rimunu rimunu 

リㇺヌリㇺヌ rimunurimunu  

レㇷ゚  retp 

レㇷ゚ フㇺ  repphum 

レㇷ゚ フㇺ  retpfumu 

レㇷ゚ フㇺ  retphum 
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Vocabulary of Onomatopoeia Found in the Ainu Language: 

TAKABEYA (1941) as a Case Study 

 

SAKAGUCHI Ryo 

 

The Ainu language has a rich variety of onomatopoeia, as can be seen in heroic epics, and these 

words must have been used in everyday life. However, the study of onomatopoeia has not progressed 

much. The words used in heroic epics have many examples and are listed in dictionaries to some 

extent, but there are few reports on what sounds are expressed with what words in real life. This 

vocabulary list extracts expressions for Ainu sounds from "A Study of the Units of Measurement 

and Names of Sounds used by the Ainu People" by TAKABEYA Fukuhei. TAKABEYA's report on the 

Ainu onomatopoeia, which he heard directly from several speakers before 1940, is extremely 

valuable in that it focuses on the meanings of the words in everyday life. Although its significance 

has not been fully taken into account in the study of the Ainu language, a reevaluation of this record 

will improve the prospects for the study of vocabulary, especially onomatopoeia, and provide a clue 

that connects the Ainu language of oral literature with that of everyday life. Above all, the 

onomatopoeia reported by TAKABEYA is essential in learning the Ainu language. It removes the 

barriers to learning Ainu onomatopoeia and contributes to communicating situations and conditions 

in an easy-to-understand manner. 




